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令和 5年 2月 16 日

第 67 号

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
「
地
球
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
」
よ
り
「
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
森
林
火
災　

動
物
救
出
大
作
戦
！
」
を

見
た
︒
二
〇
一
九
年
︑
大

陸
の
広
大
な
森
林
が
長
期

間
に
わ
た
っ
て
焼
け
続
け
︑

多
く
の
貴
重
な
野
生
動
物

が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
︒

◆
ゆ
っ
た
り
と
愛
ら
し
い

動
作
で
親
し
ま
れ
る
コ
ア

ラ
も
深
刻
な
被
害
を
受
け

た
︒
主
食
の
ユ
ー
カ
リ
葉
に
含
ま
れ

る
毒
性
を
長
時
間
か
け
て
消
化
す

る
た
め
に
︑
ほ
ぼ
一
日
中
を
木
の
中

で
過
ご
す
コ
ア
ラ
は
︑
逃
げ
場
の
な

い
火
の
手
に
囲
ま
れ
︑
為
す
術
も

な
い
ま
ま
斃
れ
て
い
っ
た
︒
そ
の
光

景
か
ら
は
戦
禍
の
炎
に
逃
げ
惑
う

人
々
の
姿
を
想
像
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
︒

◆
ま
た
︑
運
良
く
助
か
っ
た
コ
ア
ラ

に
も
次
な
る
試
練
が
待
ち
受
け
る
︒

食
べ
物
の
奪
い
合
い
だ
︒
焼
け
残
っ

た
数
少
な
い
ユ
ー
カ
リ
を
巡
っ
て
︑

あ
の
穏
や
か
な
動
き
か
ら
は
信
じ

ら
れ
な
い
ほ
ど
攻
撃
的
に
争
う
様

は
︑
人
類
が
繰
り
返
し
て
き
た
戦
争

の
歴
史
を
思
い
起
こ
さ
せ
︑
将
来

的
に
確
実
に
起
こ
る
地
球
規
模
の

食
糧
危
機
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
︒

◆
異
常
気
象
に
よ
る
天
災
の
殆
ど

は
︑
人
類
の
環
境
破
壊
が
も
た
ら
し

た
人
災
と
も
言
え
る
︒
尽
き
な
い
欲

望
か
ら
生
ま
れ
る
破
壊
の
代
償
を
︑

な
ぜ
人
間
以
外
の
動
植
物
が
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
︒
そ
ん
な

は
ず
は
な
い
︒
そ
の
ツ
ケ
は
必
ず
人

類
に
返
っ
て
く
る
だ
ろ
う
︒

◆
番
組
で
は
︑
コ
ア
ラ
は
じ
め
犠
牲

に
な
っ
た
野
生
動
物
た
ち
を
保
護

し
て
手
当
て
を
施
し
︑
少
し
で
も
森

林
に
帰
そ
う
と
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
の
姿
が
伝
え
ら
れ
た
︒
彼
ら
は

「
我
々
人
間
の
責
任
だ
」
と
言
っ
て

地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
る
︒
番
組

の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
︑
森
林
に
戻
さ
れ

て
か
ら
出
産
し
子
育
て
を
す
る
母

親
コ
ア
ラ
が
︑
食
べ
頃
の
ユ
ー
カ
リ

を
子
供
達
に
教
え
︑
自
立
を
促
す
場

面
が
流
れ
た
︒
生
命
の
逞
し
さ
を
見

せ
て
も
ら
っ
た
と
同
時
に
︑「
ま
だ

気
付
か
な
い
の
か
人
類
よ
」
と
言
わ

れ
て
い
る
気
が
し
た
︒

◆
日
蓮
大
聖
人
は
「
正
直
に
し
て
少

欲
知
足
た
ら
ん
僧
こ
そ
︑
真
実
の
僧

な
る
べ
け
れ
」（﹃
曽
谷
殿
御
返
事
﹄）

と
仰
っ
て
い
る
︒
多
欲
の
者
は
利
を

求
め
る
故
に
自
ら
苦
悩
を
背
負
う

こ
と
に
な
る
︒
新
年
に
あ
た
り
肝
に

銘
じ
た
い
お
言
葉
で
あ
る
︒　
（
栁
）

〒 146-8544
東京都大田区池上 1-32-15
  電話（03）3751-7181
https://nichiren-monka.org

発　　行
日 聖人門下連合会

　

令
和
四
年
十
一
月
十
七
日
に

開
催
さ
れ
た
、
日
蓮
聖
人
門
下

連
合
会
京
都
理
事
会
（
於 

顕
本

法
華
宗
総
本
山
妙
満
寺
）
に
於

い
て
、
日
蓮
聖
人
観
心
本
尊
抄

述
作
七
百
五
十
年
慶
讃
記
念
佐

渡
結
集
を
開
催
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
。

　

令
和
四
年
、
如
来
滅
後
五
五

百
歳
始
観
心
本
尊
抄
は
述
作

七
百
五
十
年
の
慶
年
を
迎
え
、

門
下
一
同
と
し
て
も
述
作
の
地

で
あ
る
新
潟
県
佐
渡
・
市
野
沢

妙
照
寺
に
集
い
、
慶
讃
記
念
法

要
を
厳
修
、
ま
た
、
佐
渡
島
内

の
寺
院
参
拝
や
、
立
正
大
学
仏

教
学
部
准
教
授　

本
間
俊
文
師

（
佐
渡
・
世
尊
寺
修
徒
）
を
招
い

て
の
講
演
を
通
し
て
、
日
蓮
聖

人
へ
の
報
恩
に
資
す
る
と
同
時

に
、
門
下
各
派
の
親
交
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

◆
妙
法
華
山 

妙
照
寺
に
つ
い

て
　

日
蓮
聖
人
が
、
佐
渡
島
に
二

年
五
ヶ
月
在
島
さ
れ
て
い
た
内
、

二
ヶ
年
を
お
過
ご
し
に
な
ら
れ

た
霊
跡
に
建
立
さ
れ
た
、
日
蓮

宗
本
山
の
一
つ
。
開
山
に
日
蓮

聖
人
を
仰
ぎ
、
第
二
世
が
日
朗

上
人
の
弟
子 

日
静
上
人
、
三
世

は
日
明
上
人
と
さ
れ
て
い
る
。

文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
四
月

七
日
、
鎌
倉
幕
府
か
ら
の
沙
汰

に
よ
っ
て
、
塚
原
三
昧
堂
（
現

在
の
日
蓮
宗
本
山 

根
本
寺
）
よ

り
、
近
藤
清
久
（
妙
照
寺
開
基
）

が
治
め
る
北
金
山
の
山
麓
、
一

谷
（
現
在
の
佐
和
田
町
市
野
沢
）

へ
と
移
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

日
蓮
聖
人
は
こ
の
二
ヶ
年
の

間
に
、
一
生
の
大
事
と
仰
せ
ら

れ
た
「
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始

観
心
本
尊
抄
」
の
述
作
を
通
し

て
、
は
じ
め
て
本
門
の
本
尊
と

本
門
の
題
目
を
示
し
、
更
に
は

十
界
勧
請
の
大
曼
荼
羅
本
尊
を

図
顕
さ
れ
た
。
聖
人
は
此
の
地

で
信
仰
と
思
索
を
深
め
ら
れ
、

末
法
の
世
に
指
し
示
す
べ
き
法

華
信
仰
の
指
針
を
定
め
ら
れ
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

正
に
我
々
門
弟
に
と
っ
て
、
教

学
確
立
の
聖
地
で
あ
る
。

　

現
在
に
至
る
ま
で
、
数
度
の

罹
災
で
堂
宇
や
霊
宝
を
失
っ
て

お
り
、江
戸
時
代
に
再
建
。
以
降
、

本
堂
の
他
に
聖
人
の
御
草
庵
跡

に
建
立
さ
れ
た
法
華
堂
や
七
面

堂
を
擁
し
て

い
た
が
、
令

和
三
年
十
二

月
、
火
災
に

よ
っ
て
焼
失
。

現
在
は
総

門
を
残
す
の

み
と
な
っ
て

い
る
が
、
令

和
四
年
十
一

月
二
十
九
日

に
妙
照
寺
第

五
十
七
世
の

猊
座
へ
と
晋

ま
れ
た
鈴
木

日
教
貫
首
の

も
と
、雑
司
ヶ

谷
法
縁
に
よ

り
復
興
計
画

が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　
◆
行
程
に
つ
い
て

　

令
和
五
年
九
月
十
三
・
十
四
日

の
二
日
間
で
開
催
。
宿
泊
場
所

は
「
国
際
佐
渡
観
光
ホ
テ
ル 

八

幡
館
」、
一
日
目
は
、
午
後
よ
り

本
間
俊
文
師
に
よ
る
講
演
「
佐

渡
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
」、
そ
の

後
夕
食
懇
親
会
、
二
日
目
午
前

よ
り
妙
照
寺
に
於
い
て
慶
讃
記

念
法
要
を
厳
修
。（
現
地
集
合
・

現
地
解
散
）

　

現
在
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会

に
て
、
本
結
集
開
催
に
向
け
た

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

近
く
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

決
定
し
、
関
係
各
方
面
に
告
知

を
行
う
。
門
下
各
派
に
は
こ
の

結
集
を
機
縁
と
し
て
、
法
華
信

仰
基
盤
確
立
の
地
を
参
拝
さ
れ
、

日
蓮
聖
人
在
世
の
往
時
に
思
い

を
馳
せ
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

令和５年９月開催予定 日蓮聖人門下連合会主催
日蓮聖人観心本尊抄述作７５０年慶讃記念

佐 渡 結 集

消失前の一野沢（一谷）妙照寺

現在の一野沢（一谷）妙照寺

日蓮宗による観心本尊抄述作並大曼荼羅始顕 750 年慶讃法要

　

妙
照
寺
一
帯
に
は
、
日
朗
上

人
が
赦
免
状
を
持
参
し
、
聖
人

と
再
会
し
た
地
を
は
じ
め
と
す

る
、
多
く
の
霊
跡
や
由
緒
寺
院

が
連
綿
と
そ
の
法
燈
を
護
持
し
、

聖
人
及
び
、
聖
人
を
支
え
た
人
々

の
事
蹟
を
後
世
へ
と
伝
え
て
い

る
。
武
蔵
国
を
北
上
し
て
越
後

を
超
え
て
海
を
渡
る
流
罪
の
道

と
、
雪
と
寒
さ
で
語
ら
れ
る
佐

渡
に
は
、
寒
苦
の
中
に
法
華
経

の
教
え
を
実
践
す
る
、
日
蓮
聖

人
の
遺
跡
と
伝
説
が
数
多
く
伝

わ
っ
て
い
る
。
聖
人
ゆ
か
り
の

地
や
、
後
世
の
各
聖
の
遺
跡
を

巡
る
こ
と
に
よ
り
、
佐
渡
の
地

に
歴
史
の
縮
図
、
そ
し
て
日
蓮

聖
人
の
法
華
経
弘
通
に
対
す
る

熱
き
志
を
感
じ
る
と
共
に
、
聖

人
の
苦
し
み
を
偲
ぶ
こ
と
で
、

自
身
の
信
心
の
糧
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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『開目抄』述作の地。真言宗弘樹寺の管理下にあった塚原
三昧堂を、日成上人が天文21年（１５５２）に祖師堂を
建立して復興。開山を日蓮聖人、日朗上人を第２祖とし、
日成上人自身を第８世とした。京都市本山妙覺寺が管理し
た時代を経て、元和元年（１６１５）、第13世日衍上人の
代に独立して、現寺号の根本寺と称した。　住所＝佐渡市
新穂大野１８37　☎0２５9・２２・37５１

創立は阿仏房が入寂した弘安２年（１２79）
以前。阿仏房の子・藤九郎盛綱が自邸を寺と
して基礎を築いた。２度の移転を経て天正
17年（１５８9）に現在地へ。寛文年間（１
６６１－73）に身延山久遠寺・池上本門寺・
中山法華経寺3寺の輪番寺となったが、明治
11年（１８7８）に独立した。　住所＝佐
渡市阿仏坊29　☎0２５9・５５・２0６１

『開目抄』述作の聖地

阿仏房ゆかりの聖地

本山根本寺

本山妙宣寺

地図はおおよその場所です。

本山根本寺

加茂湖 両津港

二ツ亀海水浴場

大野亀

トキの森公園

岩首昇竜棚田

八幡温泉
八幡館

旅館浦島

ウミホタル観察会会場

本山妙宣寺

たらい舟体験

琴浦洞窟（青の洞窟）

三角家

佐渡歴史伝説館

西三川ゴールドパーク

本山妙照寺

佐渡奉行所跡
／時鐘楼

大間港

宗門史跡實相寺

宗門史跡本行寺
②

③

④

⑩

⑤

⑥

⑦⑧⑨ ①

佐渡金山
道遊の割戸

北沢浮遊選鉱場跡
尖閣湾揚島遊園

佐 渡 在 留 中 の 聖 人 足 跡

　日蓮聖人ご着岸を顕彰
した五輪塔が建つ岩。地
元では経題目石とも伝わ
っている。塔は平成27
年（２0１５）に再建さ
れたもの。松ヶ崎海水浴
場内にある。（佐渡市松
ヶ崎地先）

　ご赦免により佐渡を旅
立たれることとなった日
蓮聖人は、佐渡の信徒た
ちとの別れを惜しみつつ
渋手村の思案ヶ崎から真
浦の津に向かわれた。（佐
渡市豊田地先）

　文永８年（１２7１）10月28日、
松ヶ崎に上陸された日蓮聖人はこのケ
ヤキの樹洞で3日3晩過ごされたと伝
わる。現在のケヤキは２代目で、樹齢
3 0 0 年 以 上。（ 佐 渡 市 松 ヶ 崎
１07１）

　中興入道が草庵を築き日蓮聖人を
迎えたとされる。日蓮聖人はこの井
戸の水を使って墨をすって『観心本
尊抄』を書かれたと伝わる。隣接し
て中興入道のご廟所や法華堂があ
る。（佐渡市中興乙9１１）

　日朗上人上陸の島。佐渡の西端近く
にある経島は、日蓮聖人のご赦免状を
持っていた日朗上人が漂流して到着。
岩の上からお題目を唱えたと伝わり、
日朗上人の石像が安置されている。（佐
渡市小木3６５地先）

　ご赦免後、鎌倉に帰るため真浦に来
られた日蓮聖人。だが宿るべき家もな
く一夜を過ごされたと伝わるのが日蓮
洞窟。（佐渡市真浦）

提供：日蓮宗新聞社

　日蓮洞窟で一夜を明かされた聖人へ
翌日、舟元家の人が迎え、粥を振る舞
ったと伝わる。後に舟元家の人が建て
たお堂で、古来多くの信徒がここを訪
れ、聖人の往時を偲んだ。堂内の柱な
どに参拝者の名前が記され、古人の信
仰の姿を今に留める。（佐渡市真浦）

　日蓮聖人が小倉峠を越えてご休息された
場所。相模国の依智から杖としてきた梅の
枝を挿し置かれたものが根付いた「星降り
の梅」と藤の種を蒔かれたものが芽吹いた
藤の大樹がある。（佐渡市小倉乙99６）

　日蓮聖人が赦免を得られて佐渡を船出
された地に建つ。聖人が船上から朝日に
向かわれて合掌されると波間から「南無
妙法蓮華経」の7字が浮かんだという伝
説にちなむ。（佐渡市真浦98）

　像高約13メートル、台座約13メートル
（総高約26メートル）の巨大な銅像。そ
の威容は必見の価値あり。平成15年（２
003）建立。台座「開目」の文字が刻ま
れ、お釈迦さまの生まれたインドの方角を
向いて立つ。（佐渡市加茂歌代１7１８）

①
ご
着
岸
顕
彰
碑
建
つ
法
華
岩

③峠越えでご休息の御梅堂

⑥
民
と
別
れ
の
涙
・
渋
手
霊
蹟

⑧往時を偲んだ日蓮堂

⑨佐渡を発たれた
　　真浦波題目碑

⑩現代にも続く聖人への
思い・日蓮聖人銅像

②聖人ご逗留のおけやき ④述作のための御井戸庵 ⑤日朗上人上陸の経島

⑦一夜泊の日蓮洞窟

　佐渡流罪となられた日蓮聖人は寺泊から
荒海を渡り、佐渡・松ヶ崎にご着岸された。
約４00㍍離れた所に聖人が雨露をしのい
で過ごされた大樹「おけやき」がある。こ
の地に数日間留まられた聖人は、小倉峠を
越えて第１の謫居となる塚原三昧堂へ向か
われた。　住所＝佐渡市松ケ崎１２0１

聖人御着岸の霊地
宗門史跡本行寺

　日蓮聖人が佐渡第２の謫居・一谷入道屋
敷（現・本山妙照寺）に住まわれていた時、
故郷・安房清澄山の旭が森によく似た丘を
見つけられた。以来、毎朝そこで昇る朝日
に妙法を唱え両親を追慕し、帰倉（鎌倉へ
帰ること）を祈念されたという。聖人が袈
裟を掛けられたという伝説の松が境内にあ
る。　住所＝佐渡市市野沢８５６

思親の霊地
宗門史跡實相寺

佐渡日蓮聖人マップ

相川エリア

両津エリア

国中エリア

宿根木エリア



（3）　令和 5 年 2 月 16 日 第 67 号日 聖人門連だより

日

宗
宗
務
院

管　
　
　

長　

菅 

野 

日 

彰

宗 
務 
総 

長　

田 

中 

恵 

紳

伝 

道 
局 
長　

柳 

下 

俊 

明

総 

務 

局 

長　

光 
岡 

潮 

慶

伝 

道 

部 

長　

藤 
田 
尚 

哉

教 

務 

部 

長　

川
久
保 
光 
隆

総 

務 

部 

長　

畑 　

 

栄 
明

財 

務 

部 

長　

山 

田 

光 

映

宗
務
総
長
室
長　

鶏 

内 

泰 

寛

現
代
宗
教
研
究
所
長　

赤 

堀 

正 

明

参　
　
　

与　

渡 
 

義 

生

参　
　
　

与　

田 

中 

智 

海

日
宗
新
聞
社
社
長　

安 

芸 

栄 

祥

東
京
都
大
田
区
池
上
一
―
三
二
―
一
五

電　

話　

〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
六

https://w
w

w
.nichiren.or.jp

〒
146
｜

8544

法
華
宗（
本
門
流
）宗
務
院

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
二
―
一
九
―
一

電　

話　

〇
三
（
五
六
一
四
）
三
〇
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
五
六
一
四
）
三
〇
五
六

http://w
w

w
.hokkeshu.or.jp

〒
103
｜

0013

管　
　
　

長　

桃 

井 

日 

英

宗 

務 

総 

長　

金 

井 

孝 

顕

教 

学 

部 

長　

清 

水 

常 

光

布 

教 

部 

長　

三 

吉 

廣 

明

総 

務 

部 

長　

平 

田 

義 

生

財 

務 

部 

長　

久 

野 

晃 

秀

企 

画 

部 

長　

吉 

崎 

長 

生

顕
本
法
華
宗
宗
務
院

京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
一

電　

話　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
二
六
七

〒
606
｜

0015

管　
　
　

長　

大 

川 

日 

仰

宗 

務 

総 

長　

河 

野 

時 

巧

宗 

務 

次 

長　

小 

松 

正 

学

財 

務 

部 

長　

吉 

田 

諦 

規

布 

教 

部 

長　

小 

川 

正 

展

庶 

務 

部 

長　

金 

坂 

正 

道

社 

会 

部 

長　

森 

田 

修 

應

教 

務 

部 

長　

二 

宮 

無 

尽

法
華
宗（
陣
門
流
）宗
務
院

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
五
―
三
五
―
六

電　

話　

〇
三
（
三
九
一
八
）
七
二
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
五
七
六
）
〇
一
二
一

〒
170
｜

0002

管　
　
　

長　

門 

谷 

日 

悠

宗 

務 

総 

長　

西 

山 

英 

仁

総 

務 

部 

長　

牧 

野 

秀 

成

企 

画 

部 

長　

金 

原 

孝 

宜

財 

務 

部 

長　

西 

山 

聡 

達

教 

学 

部 

長　

布 

施 

義 

高

教 

化 

部 

長　

松 

𠮷 

慶 

憲

宗 

務 

参 

事　

田 

中 

隆 

寛

宗 

務 

参 

事　

田 

内 

孝 

照

宗 

務 

参 

事　

竹 

内 

敬 

雅

本
門
佛
立
宗 

宗
務
本
庁

京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
条
上
る
東
竪
町
一
一
〇
番
地

電　

話　

〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
六
六
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
六
四
）
五
五
九
九

〒
602
｜

8377

宗 

務 

総 

長　

新 

井 

日 

現

宗
務
副
総
長　

永 

江 

日 

盡

宗
務
副
総
長　

谷 　

 

信 

一

教 

育 

局 

長　

植 

田 

日 

事

弘 

通 

局 

長　

山 

内 

日 

得

総 

務 

局 

長　

藤 

本 

日 

唱 

広 

報 

局 

長　

澤 

田 

日 

松

財 

務 

局 

長　

谷 　

 

信
一
（代）

奉 

賛 

局 

長　

柴 

﨑 

日 

布

日

本
宗
宗
務
院

京
都
市
左
京
区
新
高
倉
通
孫
橋
上
ル
法
皇
寺
町
四
四
八

電　

話　

〇
七
五
（
七
七
一
）
三
三
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
七
一
）
五
九
一
四

〒
606
｜

8362

管　
　
　

長　

丹 

治 

日 
遠

　
　
　
　
　
　

西 

尾 

弘 

道

財 

務 

部 

長　

住 

友 

公 

亮

教 

務 

部 

長　

栁 

下 

真 

敬

法
華
宗（
真
門
流
）宗
務
庁

京
都
市
上
京
区
智
恵
光
院
通
り
五
辻
上
ル
紋
屋
町
三
三
〇

電　

話　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
七
六
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
六
六
六

〒
602
｜

8447

管　
　
　

長　

上 

田 

日 

献

宗 

務 

総 

長　

堀 

内 

浩 

善

総 

務 

部 

長　

坂 

本 

法 

保

教 

学 

部 

長　

峰 

尾 

泉 

栄

教 

化 

部 

長　

舟 

積 

法 

宏

社 

会 

部 

長　

水 

野 

智 

悠

財 

務 

部 

長　

堀 　

 

雅 

博

本
門
法
華
宗
宗
務
院

京
都
市
上
京
区
寺
之
内
通
大
宮
東
入 

大
本
山
妙
寺
内

電　

話　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
九
七

〒
602
｜

8418

管　
　
　

長　

別 

所 

日 

山

宗 

務 

総 

長　

香 

川 

日 

憲

総 

務 

部 

長　

増 

田 

日 

倫

宗 

務 

部 

長　

吉 

村 

日 

彦

財 

務 

部 

長　

髙 

邉 

晶 

啓

教 

務 

部 

長　

山 

下 

揮 

正

庶 

務 

部 

長　

松 

本 

真 

隆

宗
教
法
人　

国 

柱 

会

東
京
都
江
戸
川
区
一
之
江
六
―
一
九
―
一
八

電　

話　

〇
三
（
三
六
五
六
）
七
一
一
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
六
五
六
）
九
九
八
〇

http://w
w

w
.kokuchukai.or.jp

〒
132
｜

0024

賽　
　
　

主　

田 

中 

壮 

谷

　
　
　
　
　
　

松 

浦 　

 

正

門
連
常
任
理
事　

森 

山 

真 

治

門 

連 

理 

事　

藤 

本 

坦 

孝

　
　
　
　
　
　

的 

場 

春 

奈

理　

事　

長

門 

連 

理 

事

「
門
連
だ
よ
り
」

編 

集 

委 

員

日
本
山
妙
法
寺
大
僧
伽

　
　
　
　

東
京
都
渋
谷
区
神
泉
町
八
―
七

電　

話　

〇
三
（
三
四
六
一
）
九
三
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
四
六
一
）
九
三
六
七

〒
150
｜

0045
首　
　
　

座　

今 

井 

行 

康

責 

任 

役 

員　

木 

津 

博 

充

　
　

同　
　
　

川 

岸 

行 

孝

　
　

同　
　
　

武 

田 

隆 

雄

　
　

同　
　
　

長 

濱 

行 

豊

　
　

同　
　
　

行 

徳 

行 

得

日
本
山
妙
法
寺
大
僧
伽
事
務
局

宗 

務 

総 

長

総 

務 

部 

長

京
都
日

聖
人
門
下
連
合
会

会　
　
　

長　

上 

田 

日 

瑞

副　

会　

長　

桃 

井 

日 

英

理　

事　

長　

橋 

本 

一 

妙

副 

理 

事 

長　

佐 

藤 

泰 

慎

大
阪
日

聖
人
門
下
懇
話
会

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
谷
町
九
―
一
―
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
法
寺
内

電　

話　

〇
六
（
六
七
六
一
）
七
三
一
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
六
（
六
七
六
一
）
六
六
四
九

〒
542
｜

0012

理　

事　

長　

伊 

藤 

信 

城

副 

理 

事 

長　

藤 

本 

経 

尚

顧　
　
　

問　

木 

下 

恵 

温

顧　
　
　

問　

藤 

村 

恵 

容
顧　
　
　

問　

門 

谷 

光 

瑞

顧　
　
　

問　

中 

村 

日 

游

顧　
　
　

問　

東 　

 

孝 

信

京
門
連
事
務
局

京
都
市
左
京
区
二
条
通
川
端
東
入
大
菊
町
九
六

頂
妙
寺
布
教
会
館
内
日
蓮
宗
京
都
府
第
一
部
宗
務
所
内

電　

話　

〇
七
五
（
七
六
二
）
二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
五
二
）
九
三
三
八

〒
606
｜

8376



第 67 号 日 聖人門連だより 令和 5 年 2 月 16 日　（4）

日

宗
総
本
山　

身
延
山
久
遠
寺

法　
　
　

主　

内 

野 

日 

総

総　
　
　

務　

持 

田 

日 

勇

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
身
延
三
五
六
七

電　

話　

〇
五
五
六
（
六
二
）
一
〇
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
五
六
（
六
二
）
一
〇
九
四

〒
409
｜

2593

日

宗
大
本
山　

池
上
本
門
寺

貫　
　
　

首　

菅 

野 

日 
彰

執　

事　

長　

木 

内 
 

志

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

東
京
都
大
田
区
池
上
一
―
一
―
一

電　

話　

〇
三
（
三
七
五
二
）
二
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
七
五
二
）
三
三
五
〇

〒
146
｜

8576

顕
本
法
華
宗
総
本
山　

妙

満

寺

貫　
　
　

首　

大 

川 

日 

仰

総　
　
　

務　

土 

持 

栄 

孝

執　
　
　

事　

中 

村 

英 

司

執　
　
　

事　

湯 

原 

正 

純

執　
　
　

事　

足 

立 

幸 

謙

京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
一

電　

話　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
二
六
七

〒
606
｜

0015

法
華
宗（
陣
門
流
）総
本
山　

本

成

寺

貫　
　
　

首　

門 

谷 

日 

悠

　
　
　
　

  

寺
務
所
員
一
同

新
潟
県
三
条
市
西
本
成
寺
一
―
一
―
二
〇

電　

話　

〇
二
五
六
（
三
二
）
〇
〇
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
五
六
（
三
二
）
〇
〇
五
九

〒
955
｜

0845

法
華
宗（
真
門
流
）総
本
山　

本

隆

寺

貫　
　
　

主　

上 

田 

日 

献

執　

事　

長　

永 

岡 

悠 

希

執　
　
　

事　

笹 

木 

研 

吾

執　

事　

補　

矢 

放 

啓 

亮

参　
　
　

与　

本 

多 

信 

正

京
都
市
上
京
区
智
恵
光
院
通
り
五
辻
上
ル
紋
屋
町
三
三
〇

　
　
　

 

電　

話　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
七
六
二

　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
六
六
六

〒
602
｜

8447
本
門
法
華
宗
大
本
山　

妙

寺

京
都
市
上
京
区
寺
ノ
内
通
大
宮
東
入
妙

寺
前
町
八
七
五

電　

話　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
九
七

〒
602
｜

8418

貫　
　
　

首　

別 
所 
日 
山

執　

事　

長　

佐 

野 
充 
照

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

本
山
要
法
寺

貫　
　
　

首　

丹 

治 

日 

遠

執　

事　

長　

西 

尾 

弘 

道

執　
　
　

事　

住 

友 

公 

亮

執　
　
　

事　

栁 

下 

真 

敬

〒
606
｜

8362

多
寶
富
士
山

日

本

宗京
都
市
左
京
区
新
高
倉
通
孫
橋
上
ル
法
皇
寺
町
四
四
八

電　

話　

〇
七
五
（
七
七
一
）
三
三
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
七
一
）
五
九
一
四

本
門
佛
立
宗
本
山　

宥

清

寺

　
　
　
　
　
　

髙 

須 

日 

良

執　

事　

長　

山 

下 

日 

翠

事 

務 

局 

長　

栢 

森 

良 

道

京
都
市
上
京
区
一
条
通
七
本
松
西
入
滝
ヶ
鼻
町
一
〇
〇
五
―
一

　

電　

話　

〇
七
五
（
四
六
三
）
四
六
二
〇
㈹

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
六
三
）
四
六
五
一

〒
602
｜

8336

住　
　
　

職

二
十
六
世
講
有

京
都
八
本
山
会

会
本
・
本
山　
　

立
本
寺　

貫
首　

上 

田 

日 

瑞

大　

本　

山　
　

妙
顕
寺　

貫
首　

及 

川 

日 

周

大　

本　

山　
　

本
圀
寺　

貫
首　

早 

川 

日 

章

本　
　
　

山　
　

本
法
寺　

貫
首　

瀬 

川 

日 

照

本　
　
　

山　
　

妙
覺
寺　

貫
首　

宮 

﨑 

日 

嚴

本　
　
　

山　
　

頂
妙
寺　

貫
首　

田 

中 

日 

淳

本　
　
　

山　
　

本
満
寺　

貫
首　

森 　

 

日 

洸

本　
　
　

山　
　

妙
傳
寺　

貫
首

（代） 

近 

藤 

日 

康

京  

都　

 

法
華
門
流
懇
話
会

法
華
宗
（
真
門
流
）
総
本
山
本
隆
寺　

貫
主　

上
田
日
献

顕
本
法
華
宗　
　
　

総
本
山
妙
満
寺　

貫
首　

大
川
日
仰

法
華
宗
（
本
門
流
）
大
本
山
本
能
寺　

貫
首　

桃
井
日
英

本
門
法
華
宗　
　
　

大
本
山
妙
蓮
寺　

貫
首　

別
所
日
山

日

本
宗　
　
　
　

本　

山
要
法
寺　

貫
首　

丹
治
日
遠

本
門
佛
立
宗　
　
　

本　

山
宥
清
寺　

講
有　

髙
須
日
良

顕
本
法
華
宗　
　
　

本　

山
寂
光
寺　

貫
首　

大
川
日
仰

法
華
宗
（
陣
門
流
）
本　

山
本
禅
寺　

貫
主　

赤
塚
日
辰

日

宗
大
本
山千

葉
県
鴨
川
市
清
澄
三
二
二
―
一

電　

話　

〇
四
（
七
〇
九
四
）
〇
五
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
（
七
〇
九
四
）
〇
五
二
七

〒
299
｜

5505

日

聖
人

の
霊
場

出
家
得
度

立
教
開
宗

誕

生

寺

貫　
　
　

首　

石 

川 

日 

執　

事　

長　

角 

濵 

監 

鏡

千
葉
県
鴨
川
市
小
湊
一
八
三

電　

話　

〇
四
（
七
〇
九
五
）
二
六
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
（
七
〇
九
五
）
二
〇
五
五

〒
299
｜

5501

宗
祖
御
降
誕
霊
場

日

宗
大
本
山

日

宗
霊
跡
本
山 

比
企
谷　

妙
本
寺

富
士
山
法
華
本
門
寺
根
源

貫　
　
　

首　

旭 　

 

日 

重

　
　
　
　
　
　

参 

与 

一 

同

執　

事　

長　

鈴 

木 

春 

雄

　
　
　
　
　
　

役 

課 

一 

同

〒
418
｜

0112

静
岡
県
富
士
宮
市
北
山
四
九
六
五

電　

話　

〇
五
四
四
（
五
八
）
一
〇
〇
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
四
四
（
五
八
）
〇
三
〇
三

日
興
上
人
御
聖
廟

日

宗
大
本
山

日

宗
大
本
山　

中
山
法
華
経
寺

貫　
　
　

首　

新 

井 

日 

湛

参　
　
　

与　

植 

田 

観 

樹

参　
　
　

与　

松 

本 

慈 

恵

参　
　
　

与　

關 　

 

観 

亮

参　
　
　

与　

土 

田 

恵 

敬

参　
　
　

与　

松 

永 

慈 

弘

千
葉
県
市
川
市
中
山
二
―
一
〇
―
一

電　

話　

〇
四
七
（
三
三
四
）
三
四
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
（
三
三
四
）
一
七
九
六

〒
272
｜

0813

堀
之
内
妙
法
寺

山　
　
　

主　

山 

田 

日 

潮

東
京
都
杉
並
区
堀
之
内
三
―
四
八
―
八

電　

話　

〇
三
（
三
三
一
三
）
六
二
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
三
一
三
）
五
〇
〇
七

〒
166
｜

0013

や
く
よ
け
祖
師

日

宗
本
山

藻

原

寺

貫　
　
　

首　

持 

田 

日 

勇

総　
　
　

務　

増 

田 

寶 

泉

執　
　
　

事　

冨 

永 

一 

道

執　
　
　

事　

中 

川 

貫 

泰

千
葉
県
茂
原
市
茂
原
一
二
〇
一

電　

話　

〇
四
七
五
（
二
二
）
三
一
五
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
五
（
二
二
）
一
一
七
三

〒
297
｜

0026

日

門
下
お
題
目
初
唱
之
霊
場

日

宗
本
山
東
身
延

瑞

輪

寺

貫　
　
　

首　

井 

上 

日 

修

執　

事　

長　

稲 

荷 

泰 

雅

東
京
都
台
東
区
谷
中
四
―
二
―
五

電　

話　

〇
三
（
三
八
二
一
）
四
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
八
二
一
）
七
〇
三
三

〒
110
｜

0001

徳
川
家
康
公
報
恩
創
建

日

宗
由
緒
寺
院

除
厄
安
産
飯
匙
の
祖
師
・
七
面
大
明
神
奉
安

〒
248
｜

0007

神
奈
川
県
鎌
倉
市
大
町
一
―
一
五
―
一

電　

話　

〇
四
六
七
（
二
二
）
〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
六
七
（
二
五
）
六
九
六
七

貫　
　
　

首　

鈴 

木 

日 

敬

千
光
山　

  
清

澄

寺

令
和
五
年　
　
　
　
　
　
　

 

七
五
〇
年

日

聖
人
御
入
山

身
延
山
開
創

法
華
宗（
本
門
流
）大
本
山　

本

寺

貫　
　
　

首　

桃 

井 

日 

英

執　

事　

長　

佐 

藤 

泰 

慎

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

京
都
府
京
都
市
中
京
区
寺
町
通
御
池
下
る

電　

話　

〇
七
五
（
二
三
一
）
五
三
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
二
一
一
）
二
八
三
八

〒
604
｜

8901

別　
　
　

當　

齊 
藤 
日 

敬

執　

事　

長　

宮 
崎 
雅 
宣



（5）　令和 5 年 2 月 16 日 第 67 号日 聖人門連だより

　
日
蓮
大
聖
人
御
会
式
法
要

　

十
月
一
日
︑
京
都
市
左
京
区
顕

本
法
華
宗
総
本
山
妙
満
寺
に
於
い

て
︑
京
都
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会

主
催
・
京
都
日
蓮
聖
人
門
下
本
山

会
後
援
の
も
と
宗
祖
御
入
滅
第

七
百
四
十
一
年
御
会
式
法
要
を
執

り
行
っ
た
︒

　

当
日
は
秋
晴
れ
の
中
︑
妙
満
寺

貫
首
大
川
日
仰
猊
下
を
大
導
師
︑

土
持
栄
孝
・
橋
本
一
妙
京
都
日
蓮

聖
人
門
下
連
合
会
正
副
理
事
長
を

大
阪
日
蓮
聖
人
門
下
懇
話
会

事
業
開
催

第
三
十
回
　
報
恩
合
同
御
会
式

　

十
一
月
十
三
日
（
日
）
午
後
二

時
よ
り
︑
大
阪
谷
町
・
法
華
宗
本

門
流
妙
法
寺
に
お
い
て
修
行
︒
参

詣
者
は
僧
俗
七
十
名
︒
三
十
回
目

と
い
う
節
目
で
あ
っ
た
が
︑
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
新
た
な
第
一
歩
と

し
て
︑
徐
々
に
平
時
の
日
常
に
戻

せ
る
よ
う
に
今
ま
で
通
り
の
御
会

式
法
要
開
催
を
目
指
し
た
︒
参
加

者
の
検
温
︑
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
︑

換
気
︑
三
密
回
避
な
ど
コ
ロ
ナ
対

策
に
万
全
を
期
し
︑
僧
俗
参
集
の

上
で
賑
々
し
く
修
行
で
き
た
︒
法

話
は
﹃
御
題
目
の
光
に
照
ら
さ
れ

て
﹄
と
題
し
︑
法
華
宗
本
門
流
・

福
井
高
照
寺
住
職
・
浦
谷
祐
進
師

に
よ
り
行
わ
れ
た
︒

第
三
十
三
回
　
研
修
会

　

十
二
月
七
日
（
水
）
午
後
四
時

よ
り
開
催
︒
講
師
は
法
華
宗
本
門

流
「
興
隆
学
林
専
門
学
校
」
准
教

授
・
池
田
本
唱
寺
住
職
・
三
浦
和

浩
師
︒
講
題
﹃
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時

代
の
寺
院
の
あ
り
方
﹄︒
師
は
︑
コ

ロ
ナ
禍
の
現
状
を
分
析
さ
れ
て
お

り
︑
さ
ら
に
︑
今
回
の
講
演
会
で

は
︑
分
析
か
ら
見
え
て
き
た
課
題

よ
り
更
に
一
歩
踏
み
出
し
︑
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
寺
院
・
僧
侶
の

あ
り
方
や
進
む
べ
き
方
向
へ
の
教

示
や
ヒ
ン
ト
を
提
示
い
た
だ
い
た
︒

ま
た
︑
研
修
会
の
後
の
意
見
交
換

で
は
︑
よ
り
一
層
︑
研
鑽
を
深
め

る
意
義
深
い
時
間
と
な
っ
た
︒

﹃
日
蓮
と
世
界
認
識
﹄

発
刊
の
ご
案
内

京
都
理
事
会
開
催
さ
る京

都
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会

事
業
開
催

　

令
和
四
年
十
一
月
十
七
日（
木
）︑

顕
本
法
華
宗
総
本
山 

妙
満
寺
に
お

い
て
︑
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会 

京

都
理
事
会
が
開
催
さ
れ
︑
全
門
連

及
び
京
都
門
下
連
合
会
各
聖
︑
大

阪
門
下
懇
話
会
理
事
長
等
︑
五
十

名
が
参
列
し
た
︒

　

午
後
一
時
︑
妙
満
寺
貫
首
大
川

日
仰
猊
下
を
大
導
師
に
︑
副
導
師

に
は
京
都
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会

理
事
長
の
土
持
栄
孝
上
人
︑
同
じ

く
副
理
事
長
の
橋
本
一
妙
上
人
を

仰
ぎ
︑
参
加
者
一
同
が
本
堂
に
参

列
し
て
法
味
を
言
上
し
た
︒
今
回

の
法
要
は
「
立
正
大
師
諡
号
宣
下

百
周
年
慶
讃
法
要
」
と
し
て
大
川

猊
下
に
よ
り
慶
讃
文
が
奉
読
さ
れ

た
︒

　

そ
の
後
︑
顕
本
法
華
宗
宗
務
次

長
小
松
正
学
師
よ
り
「
日
蓮
聖
人

門
下
に
お
け
る
立
正
大
師
諡
号
の

意
義
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
が

な
さ
れ
︑
諡
号
に
至
る
歴
史
的
背

景
な
ど
詳
し
く
ご
講
義
い
た
だ
い

た
︒

　

午
後
三
時
︑
田
中
恵
紳
理
事
長

が
座
長
と
な
り
理
事
会
が
開
会
︒

任
期
満
了
に
伴
う
監
査
・
相
談
役

の
再
任
に
つ
い
て
諮
ら
れ
た
後
︑

事
務
局
よ
り
上
半
期
の
事
業
報
告

が
な
さ
れ
︑
続
い
て
京
都
門
下
連

合
会
︑
大
阪
門
下
懇
話
会
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
活
動
が
報
告
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始

観
心
本
尊
抄
述
作
七
百
五
十
年
を

慶
讃
し
︑
門
下
連
合
会
一
同
が
述

作
の
地
で
あ
る
新
潟
県
佐
渡
市 

市

野
沢
妙
照
寺
に
集
い
︑
慶
讃
法
要

を
厳
修
す
る
「
日
蓮
聖
人 

観
心
本

尊
抄
述
作
七
百
五
十
年
慶
讃
記
念 

佐
渡
結
集
」が
提
案
︑承
認
さ
れ
た
︒

　

理
事
会
終
了
後
︑
午
後
五
時

三
十
分
よ
り
ザ
・
プ
リ
ン
ス 

京
都

宝
ヶ
池
に
て
三
年
ぶ
り
の
懇
親
会

を
開
催
︒
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
︑

出
席
者
同
士
が
親
睦
を
深
め
︑
有

意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
︒

脇
導
師
に
法
要
を
開
式
し
た
︒

　

門
下
本
山
会
各
貫
首
猊
下
︑
京

都
門
連
役
員
︑
有
縁
の
関
係
各
聖
︑

更
に
は
檀
信
徒
の
約
七
十
人
が
異

体
同
心
に
宗
祖
の
遺
徳
を
偲
び
︑

お
題
目
を
唱
え
報
恩
感
謝
の
誠
を

捧
げ
た
︒

　

ま
た
︑
法
要
前
に
は
日
蓮
宗
妙

覺
寺
宮
﨑
日
嚴
貫
首
に
よ
る
「
斎

藤
道
三
の
法
華
信
仰
」
と
題
し
て
︑

生
涯
の
生
い
立
ち
や
法
華
信
仰
に

対
す
る
篤
い
気
持
ち
の
変
化
な
ど

資
料
を
基
に
法
話
さ
れ
た
︒

京
都
日
蓮
聖
人
門
下
青
年
会

結
成
五
十
周
年

　

令
和
四
年
に
京
都
日
蓮
聖
人
門

下
青
年
会
（
以
下
︑
京
門
青
）
は
︑

結
成
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
至
り

ま
し
た
︒

　

こ
れ
も
偏
に
︑
京
都
日
蓮
聖
人

門
下
連
合
会
の
全
寺
院
各
聖
の
ご

支
援
ご
厚
情
︑
並
び
に
青
年
会
諸

先
輩
方
関
係
各
位
の
ご
尽
力
の
賜

物
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

こ
の
京
門
青
は
︑
京
都
の
地
に

於
い
て
︑
教
義
・
行
法
・
信
条
・

伝
統
そ
し
て
宗
風
も
異
な
る
中
︑

日
蓮
聖
人
の
御
教
え
を
伝
え
た
い

一
念
で
︑
日
蓮
宗
・
法
華
門
流
の

青
年
僧
有
志
が
垣
根
を
超
え
て
集

い
︑
現
代
社
会
の
諸
問
題
を
踏
ま

え
〝
布
教
・
教
学
等
の
研
鑚
と
親

睦
を
目
的
〟と
し
て
結
成
さ
れ
日
々

会
員
各
聖
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
活

動
し
て
お
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
昨
年
十
月
一
日
に
は
ホ

テ
ル
本
能
寺
を
会
場
に
京
門
青
結

　

日
蓮
聖
人
聖
誕
八
〇
〇
年
を
記
念

し
て
︑
一
昨
年
︑
昨
年
と
多
く
の
書

籍
が
出
版
さ
れ
た
が
︑
聖
人
に
特
化

し
た
歴
史
学
の
学
術
書
と
し
て
は
︑

こ
れ
が
唯
一
の
書
で
あ
る
︒
著
者
は

日
本
中
世
の
地
理
認
識
へ
の
関
心
か

ら
聖
人
の
史
学
・
思
想
史
学
研
究
を

こ
こ
ろ
ざ
し
︑
五
味
文
彦
氏
（
東
京

大
学
名
誉
教
授
）︑
近
藤
成
一
氏
（
同
）

に
師
事
し
た
︒
本
書
は
︑
そ
の
博
士

学
位
論
文
を
も
と
に
構
成
し
た
も
の
︒

日
蓮
聖
人
に
関
し
て
は
既
に
多
く
の

学
術
書
を
み
る
が
︑
聖
人
の
地
理
的
・

空
間
的
認
識
に
注
目
し
た
点
が
新
し

い
︒
具
体
的
に
は
聖
人
が
「
一
閻
浮

提
」
の
語
に
注
目
す
る
こ
と
で
︑
中

世
日
本
で
一
般
的
で
あ
っ
た
「
三
国

世
界
観
」（
こ
の
世
界
は
日
本
・
中
国
・

イ
ン
ド
の
三
国
で
成
り
立
っ
て
い
る

と
の
世
界
観
）
を
転
換
し
︑
そ
の
結

果
︑
日
本
人
と
し
て
初
め
て
今
日
の

「
世
界
」
と
い
う
概
念
に
到
達
し
た
こ

と
︑
さ
ら
に
日
本
成
立
の
宗
教
と
し

て
は
史
上
初
め
て
海
外
宣
教
を
掲
げ

た
こ
と
を
論
じ
る
︒
ま
た
日
蓮
聖
人

と
い
え
ば
「
龍
口
御
難
」
が
有
名
だ

が
︑
御
遺
文
の
実
証
的
検
討
を
通
じ

て
︑
か
の
「
光
物
」
の
霊
験
譚
が
﹃
平

家
物
語
﹄
の
観
音
利
生
譚
を
雛
型
と

し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
︒
近

年
で
は
「
研
究
史
を
書
く
こ
と
自
体

が
困
難
」
と
さ
れ
る
聖
人
研
究
だ
が
︑

い
ま
だ
未
知
の
領
域
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
一
書
︒

出
版
社
『
同
成
社
』

定
価
（
本
体
七
千
円+

税
）

成
五
十
周
年
祝
賀
会
を
京
都
十
六

本
山
の
貫
首
猊
下
・
京
門
青
諸
先

輩
各
聖
を
お
迎
え
し
盛
大
に
行
い

ま
し
た
︒

　

今
後
も
︑
会
の
歴
史
を
汚
す
こ

と
な
く
︑
京
門
青
会
員
一
同
︑
日

蓮
聖
人
祖
願
達
成
の
為
︑
異
体
同

心
・
不
惜
身
命
︑
法
華
経
お
題
目

の
広
布
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

（
前
会
長　

道
泰
昭
）

第
二
十
五
回
　
本
山
由
緒
寺
院

参
拝
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日
（
火
）

に
催
行
予
定
︒
参
拝
寺
院
は
「
法

華
宗
本
門
流
・
大
本
山
本
興
寺
」︒

募
集
人
数
は
バ
ス
二
台
・
八
十
名

予
定
︒
会
員
︑
檀
信
徒
同
士
の
懇

親
や
信
仰
を
深
め
る
期
待
と
し
た

い
︒現
会
員
数
＝
八
団
体
︑一
五
三
名
︒
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◆
総
本
山
身
延

山
久
遠
寺
で

五
月
十
七
日
に
「
日
蓮
聖
人
御
入
山

七
百
五
十
遠
忌
法
要
」、
六
月
十
三

日
〜
十
八
日
の
六
日
間
に
は
「
開
創

七
百
五
十
年
慶
讃
法
要
」
が
様
々
な

法
要
形
式
で
営
ま
れ
る
予
定
。

◆
身
延
山
久
遠
寺
で
古
式
豊
か
な
「
御

年
頭
会
」
が
一
月
十
三
日
に
行
わ
れ
、

六
老
門
跡
寺
院
貫
首
を
は
じ
め
宗
務

内
局
ら
が
参
列
し
、
大
本
堂
で
年
頭

会
法
要
、
法
要
後
に
は
境
内
で
「
曳

馬
式
」
が
行
わ
れ
た
。　
（
大
澤
宏
明
）

十
一
月
十
九
・
二

十
日　

法
華
宗

連
絡
協
議
会
統
合
学
院
（
後
期
）、
当

宗
が
当
番
と
な
り
、
対
面
・
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
に
て
開
講
。
講
師
は
興
隆

学
林
専
門
学
校
、
平
島
盛
龍
教
授
、

対
面
十
六
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
二
十
一

名
が
聴
講
。

◆
十
一
月
二
十
七
日　

法
華
宗
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
仏
教
会
開
教
師
就
任

式
（
於
：
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
仏
教
会
）

令
和
五
年

◆
一
月
三
十
日　

興
隆
学
林
専
門
学

校
後
期
授
業
開
始

◆
二
月
十
六
日　

宗
門
主
催 

宗
祖
日

蓮
大
聖
人
聖
誕
八
〇
〇
年
記
念
法
要

（
於
：
大
本
山
本
能
寺
）

◆
三
月
三
日　

興
隆
学
林
専
門
学
校

令
和
四
年
度
卒
業
式

◆
三
月
十
日　

東
日
本
大
震
災
第

十
三
回
忌
慰
霊
法
要
（
於
：
大
本
山

鷲
山
寺
）

◆
三
月
十
五
日　

第
三
十
三
回
法
華

宗
教
学
研
究
発
表
大
会
（
於
：
キ
ャ

ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
）

◆
四
月
十
日　

興
隆
学
林
専
門
学
校

令
和
五
年
度
入
学
式

◆
四
月
十
一
日　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

慰
霊
法
要

※
行
事
に
つ
い
て
は
予
定
を
含
み
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
宗
務
院
（03-

5614-3055

）
ま
で
。

◆
十
月
七
日

（
金
）、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
お
い
て
第
一
回
全
国
布
教

研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
研
修
会
で

は
津
村
信
裕
上
人
に
よ
る
「
年
回
法

要
の
新
た
な
取
り
組
み
〜
郵
便
法
要

〜
」、
吉
本
栄
昶
上
人
に
よ
る
「
寺

と
住
職
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
〜
共

感
を
招
く
た
め
の
努
力
」、
中
山
浄

敬
上
人
に
よ
る
「
デ
ジ
タ
ル
立
正
寺

-Y
ouT
ube

な
ど
布
教
活
動
」、
奥
村

智
行
上
人
に
よ
る
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
」
と
題
す
る
講
義
が
行

な
わ
れ
た
。

◆
十
月
十
二
日
、
総
本
山
妙
満
寺
に

お
い
て
初
め
て
本
宗
寺
院
の
住
職
に

任
命
さ
れ
た
僧
員
の
奉
誓
式
が
執
り

行
わ
れ
た
。
本
年
は
、
永
福
寺
・
本

福
寺
・
清
瀧
寺
（
千
葉
県
八
街
市
）

住
職
・
川
又
武
学
師
、
泰
行
寺
・
常

福
寺
・
本
照
寺
（
千
葉
県
市
原
市
）

住
職
・
吉
田
英
心
師
、
大
乗
寺
・
常

光
寺
・
法
行
寺
（
千
葉
県
茂
原
市
・

大
網
白
里
市
・
千
葉
市
）
住
職
・
古

山
純
正
師
の
三
名
が
参
列
し
、
御
宝

前
に
お
い
て
誓
願
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
四
〜
六
日
の
三
日
間
に
わ

た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
妙

塔
学
林
（
研
修
科
・
研
究
科
）
が
開

講
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
二
十
二
日
（
火
）、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
お
い
て
第
二
回
全
国
布
教
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
研
修
会
で
は

川
崎
英
真
上
人
・
朝
倉
俊
泰
上
人
よ

り
「
想
定
問
答
〜
一
般
問
答
、
法
華

問
答
〜
」
と
題
す
る
講
義
、
秋
山
事

遷
上
人
よ
り
「
社
会
課
題
に
応
え
る

寺
院
を
目
指
し
て
〜
岡
山
河
畔
芸
術

祭
で
の
取
り
組
み
〜
」
と
題
す
る
講

義
が
行
な
わ
れ
た
。

◆
十
二
月
九
日
（
金
）、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
お
い
て
第
二
回
全
国
布
教
講
習
会

が
開
催
さ
れ
た
。
外
部
講
師
・
矢
吹

康
英
先
生
（
日
蓮
教
学
研
究
所
研
究

員
）
を
講
師
に
迎
え
、「
立
正
大
師
諡

号
宣
下
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
義

が
行
な
わ
れ
た
。

◆
九
月
七
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
、
宗
内
全

教
師
を
対
象
と
し
た
中
央
行
学
講
習

会
はzoom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
。
開
講

式
に
引
き
続
き
第
一
講
義
で
は
宗
学

研
究
所
所
員
・
学
林
教
授
田
中
靖
隆

先
生
に
よ
る
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

寺
院
の
在
り
方
を
模
索
す
る
」、
第
二

講
義
で
は
本
化
仏
教
研
究
所
長
大
賀

義
明
先
生
に
よ
る
「
布
教
研
究
―
檀

家
か
ら
信
者
へ
の
転
換
の
こ
こ
ろ
み

―
」
の
講
題
で
お
話
頂
い
た
。

◆
十
一
月
十
六
日
〜
十
七
日
、
研
究

発
表
会
がzoom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
十
六
日
、
宗
学
研
究
所
所

員
会
がzoom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
十
七
日
、
学
林
教
授
会
が

zoom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
二
十
二
日
、
布
教
研
究
所

所
報
編
集
会
議
がzoom

ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催

さ
れ
た
。

◆
十
二
月
七
日
〜
八
日
、
新
住
職
・

学
生
・
沙
弥
合
同
研
修
会
が
昨
年
同

様zoom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
講
さ
れ
た
。
教
学
だ

け
で
な
く
、
講
師
の
体
験
を
交
え
た

布
教
活
動
の
実
際
に
つ
い
て
の
講
義

や
宗
法
に
関
す
る
講
義
を
受
け
、
新

住
職
は
研
鑽
に
励
ん
だ
。（

竹
内
敬
雅
）

◆
令
和
四
年
六

月
四
日
「
第
二

回
く
ん
げ
会
情
報
交
換
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
が
全
国
か
ら
三
十
二
名
の
参
加

者
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
た
。
活

動
活
性
化
の
課
題
や
そ
の
克
服
事
例

が
共
有
さ
れ
た
。

◆
令
和
四
年
八
月
一
日
、
新
宗
門
機

関
誌
『
だ
い
ほ
う
こ
う
』
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
発
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
大

放
光
の
偉
大
な
功
績
に
敬
意
を
表

し
、
三
祖
の
み
教
え
を
人
々
に
お
伝

え
す
る
と
い
う
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ

も
、
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
一
冊

に
な
っ
て
い
る
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
約
三
年
間
、

制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
イ
タ

リ
ア
に
お
け
る
ご
弘
通
活
動
が
再
起

動
し
た
。

◆
令
和
四
年
八
月
二
十
三
日
、
第
五

支
庁
で
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三

年
）
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八

分
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
の
第
百

回
忌
を
迎
え
、
管
内
寺
院
の
住
職
に

ご
出
座
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
対
策
を

講
じ
た
上
で
、
約
二
百
十
名
で
東
京
・

墨
田
区
東
京
都
慰
霊
堂
を
会
場
に
「
関

東
大
震
災
第
百
回
忌
慰
霊
法
要
」
を

厳
修
し
た
。

◆
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
七
月

十
三
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
、

イ
タ
リ
ア
、
リ
ミ
ニ
市
立
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
〝
ル
イ
ー
ジ
・
ト
ニ
ー
ニ
〞
に

お
い
て
写
真
展
「
ト
ラ
ン
ク
の
中
の

日
本
〜
戦
争
、平
和
、そ
し
て
仏
教
〜
」

が
開
催
さ
れ
た
。

同
展
示
は
二
〇
一
六
年
に
ス
タ
ー
ト

し
、
サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
と
日
本
の

文
化
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
『
サ
ン
マ
リ

ノ
・
ニ
ッ
ポ
ン
ま
つ
り
』
の
特
別
企

画
と
し
て
開
催
さ
れ
文
化
交
流
イ
ベ

ン
ト
『
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ　

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｒ
Ｉ
２
０
２
２
〝
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｕ

Ｔ
Ｅ　

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
〞』
の
一
環
と
し

て
開
催
。

二
〇
一
八
年
、
二
〇
一
九
年
と
開
催

さ
れ
た
『
サ
ン
マ
リ
ノ
・
ニ
ッ
ポ
ン

ま
つ
り
』
に
同
写
真
展
を
サ
ン
マ
リ

ノ
共
和
国
の
国
会
議
事
堂
（
旧
プ
ブ

リ
コ
宮
殿
）
に
て
行
わ
れ
た
。

◆
令
和
四
年
十
一
月
二
十
五
日
か
ら

京
都
佛
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
「
社

会
福
祉
と
仏
教
展
」
を
開
催
。
本
門

佛
立
宗
が
担
っ
て
き
た
福
祉
活
動
を

ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
近

代
福
祉
と
仏
教
の
関
係
を
振
り
返
る

企
画
展
。本
年
四
月
二
日
ま
で
開
催
中
。

◆
十
月
十
二
日
、

大
本
山
妙
蓮
寺

（
別
所
日
山
貫
首
）
に
於
い
て
、
宗
祖

日
蓮
大
聖
人
御
会
式
法
要
を
奉
修
。

◆
十
一
月
十
二
日
、
大
本
山
妙
蓮
寺

に
於
い
て
、
御
開
山
日
像
菩
薩
御
報

恩
法
要
並
び
に
三
師
会
・
歴
代
上
人

年
忌
法
要
を
奉
修
。

◆
本
門
法
華
宗
学
院
（
渡
辺
日
恩
学

院
長
）
第
百
八
十
三
回
教
学
講
習
会

を
、
十
一
月
二
十
九
・
三
十
日
に
妙
蓮

寺
卯
木
講
堂
に
て
開
講
。
◆
機
関
誌

『
信
行
』
第
百
九
十
八
号
、布
教
誌
『
生

き
る
』
第
七
十
九
号
を
一
月
一
日
に

発
行
。

（
藤
井
光
行
）

◆
令
和
四
年
十

月
一
日
、
月
旦

大
国
祷
。
十
日
、
佐
渡
法
難
会
慶
讃

法
要
。
十
二
日
、
日
蓮
聖
人
御
逮
夜

法
要
。
十
三
日
、
日
蓮
聖
人
鶴
林
会

報
恩
大
法
要
。
十
六
日
、
妙
宗
大
霊

廟
例
月
供
養
会
。
十
七
日
、
恩
師
忌
。

賽
主
以
下
本
部
員
、
妙
宗
大
霊
廟
常

勤
給
仕
。

◆
十
一
月
一
日
、
月
旦
大
国
祷
。
明

治
の
日
運
営
委
員
会
（
於
、
衆
議
院

第
二
議
員
会
館
）
に
、
森
山
真
治
運

営
委
員
出
席
。
三
日
、
明
治
節
慶
讃

法
要
。
賽
主
・
山
田
友
重
講
師
、
明

治
神
宮
代
表
参
拝
。
七
日
、
門
連
機

関
紙
編
集
委
員
会
（
於
、
日
蓮
宗
宗

務
院
）
に
、的
場
春
奈
編
集
委
員
出
席
。

八
日
、「
明
治
の
日
を
実
現
し
よ
う
！

院
内
集
会
」（
於
、
衆
議
院
第
一
議
員

会
館
）
に
、
賽
主
以
下
中
央
会
員
有

志
出
席
。
十
一
日
、
小
松
原
法
難
会

慶
讃
法
要
。
十
六
日
、
申
孝
園
ロ
ー

タ
ス
ヴ
ィ
ラ
消
防
訓
練
実
施
。
恩
師

田
中
智
学
先
生
御
逮
夜
法
要
。
十
七

日
、
恩
師
第
八
十
四
遠
忌
報
恩
大
法

要
。
二
十
日
、
妙
宗
大
霊
廟
例
月
供

養
会
。

◆
十
二
月
一
日
、
月
旦
大
国
祷
。
明

治
の
日
運
営
委
員
会
（
於
、
衆
議
院

第
一
議
員
会
館
）
に
、
森
山
真
治
運

営
委
員
出
席
。
十
日
、
田
中
芳
谷
先

生
五
十
回
忌
追
善
法
要
。
申
孝
園
ロ
ー

タ
ス
ヴ
ィ
ラ
入
居
者
先
亡
諸
霊
位
合

同
慰
霊
祭
。
十
七
日
、
恩
師
忌
。
賽

主
以
下
本
部
員
、
妙
宗
大
霊
廟
常
勤

給
仕
。
十
八
日
、
妙
宗
大
霊
廟
例
月

供
養
会
。
三
十
一
日
、
福
茶
の
会
。

送
旧
迎
新
式
。

◆
令
和
五
年
一
月
一
日
、
明
治
神
宮

正
式
参
拝
。
元
旦
大
国
祷
・
新
年
拝

賀
式
・
神
酒
拝
戴
式
。
七
日
、
昭
和

天
皇
祭
。
賽
主
・
山
田
友
重
講
師
、

武
蔵
野
御
陵
参
拝
。
十
五
日
、
妙
宗

大
霊
廟
例
月
供
養
会
。

（
森
山
真
治
）

◆
令
和
四
（
二

〇
二
二
）
年
十

月
二
十
八
日
、
イ
ン
ド
国
オ
リ
ッ
サ

仏
舎
利
塔
湧
現
五
十
周
年
記
念
大
法

要
が
、
オ
リ
ッ
サ
州
首
相
ナ
ヴ
ィ
ー

ン
・
パ
ト
ナ
ー
ヤ
ク
閣
下
を
主
賓
に

迎
え
、
日
本
か
ら
の
団
参
も
加
わ
り
、

世
界
中
の
日
本
山
妙
法
寺
僧
尼
三
十

名
が
結
集
し
、
数
千
人
の
市
民
が
参

詣
す
る
中
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
ア
シ
ョ
ー
カ
王
が
懺
悔
改
心
し
、

不
殺
生
戒
を
受
持
し
た
ブ
バ
ネ
シ
ュ

ワ
ー
ル
市
ダ
ウ
リ
丘
の
霊
蹟
に
建
つ

オ
リ
ッ
サ
仏
舎
利
塔
か
ら
立
正
安
国

の
撃
鼓
宣
令
の
祈
り
が
世
界
に
発
信

さ
れ
ま
し
た
。
大
法
要
後
、
十
二
月

二
日
、
鈴
木
浩
在
イ
ン
ド
日
本
大
使

が
参
詣
さ
れ
、
引
き
続
き
在
イ
ン
ド
・

ネ
パ
ー
ル
大
使
夫
妻
も
参
詣
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
日
本
山
妙
法
寺
山
主
藤
井
日
達
上

人
（
一
八
八
五
〜
一
九
九
五
）
建
立

の
オ
リ
ッ
サ
仏
舎
利
塔
湧
現
五
十
周

年
大
法
要
が
十
月
二
十
八
日
に
挙
行

さ
れ
た
。
藤
井
上
人
の
深
い
展
望
は
、

ア
シ
ョ
ー
カ
王
が
不
殺
生
戒
を
受
持

し
た
霊
蹟
を
、
さ
ら
に
集
団
的
不
殺

生
の
聖
地
と
し
て
、
軍
拡
競
争
、
核

兵
器
開
発
に
迷
妄
す
る
世
界
に
発
信

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
祈
り
の
収

斂
の
場
が
ダ
ウ
リ
丘
宝
塔
で
あ
る
」

（『
中
外
日
報
』「
寄
稿
」
二
〇
二
二
年

十
一
月
三
十
日
よ
り
）

（
武
田
隆
雄
）

令
和
五
年
度
行

事
予
定

◆
一
月
二
十
七
日
（
金
）
新
年
理
事

会
（
ホ
テ
ル
本
能
寺
）
今
年
度
会
長

上
田
日
瑞
猊
下
、
副
会
長
桃
井
日
英

猊
下
、
理
事
長
橋
本
一
妙
師
、
副
理

事
長
佐
藤
泰
慎
師
。

◆
二
月
十
六
日
（
木
）
総
会
（
日
蓮

宗
本
山
本
法
寺
）。

◆
同
日　

御
降
誕
会
（
日
蓮
宗
本
山

本
法
寺
）
導
師
本
法
寺
貫
首
瀬
川
日

照
猊
下
、
講
師
法
華
宗
陣
門
流
本
山

本
禅
寺
貫
主
赤
塚
日
辰
猊
下
。

◆
三
月
上
旬
理
事
会
（
日
蓮
宗
京
一

宗
務
所
）
立
教
開
宗
会
の
件
、
夏
季

大
学
の
件
。

◆
四
月
二
十
八
日
（
木
）
立
教
開
宗

会
（
比
叡
山
横
川
定
光
院
）
導
師
日

蓮
宗
本
山
立
本
寺
上
田
日
瑞
猊
下
、

講
師
法
華
宗
本
門
流
布
教
師
、
後
観

光
。

◆
六
月
上
旬　

理
事
会
（
日
蓮
宗
京

一
宗
務
所
）
夏
季
大
学
の
件
、
御
会

式
の
件
。

◆
六
月
中
旬
予
定　

門
下
本
山
会
主

伴
会　

当
番
法
華
宗
本
門
流
大
本
山

本
能
寺
。

◆
六
月
頃
予
定　

全
門
連
身
延
理
事

会
（
身
延
山
久
遠
寺
）
会
長
、
理
事

長
等
出
席
予
定
。

◆
八
月
二
十
六
日（
土
）夏
季
大
学（
ホ

テ
ル
本
能
寺
）
講
師
日
蓮
宗
本
山
貫

首
猊
下
、
そ
の
他
講
師
未
定
。

◆
同
日　

理
事
会
（
ホ
テ
ル
本
能
寺
）

御
会
式
の
件
。

◆
十
月
六
日
（
金
）
御
会
式
奉
行
委

員
会
（
日
蓮
宗
本
山
妙
傳
寺
）
御
会

式
準
備
、
打
合
せ
。

◆
十
月
七
日
（
土
）
御
会
式
（
日
蓮

宗
本
山
妙
傳
寺
）
導
師
妙
傳
寺
貫
首

近
藤
日
康
猊
下
、
講
師
法
華
宗
本
山

貫
首
猊
下
。

◆
十
月
下
旬
予
定　

全
門
連
京
都
理

事
会
（
日
蓮
宗
本
山
妙
覺
寺
）。

◆
十
二
月
二
十
一
日（
木
）理
事
会（
ホ

テ
ル
本
能
寺
）
行
事
報
告
、
会
計
報

告
の
件
。

◆
十
二
月
下
旬
予
定　

門
下
本
山
会

主
伴
会　

当
番
日
蓮
宗
本
山
立
本
寺
。

◆
十
二
月
二
十
五
日
（
月
）
会
計
監

査
（
日
蓮
宗
京
一
宗
務
所
）。

日
　
　
　
宗

本
門
佛
立
宗

京
都
門
下
連
合
会

法
華
宗（
陣
門
流
）

法
華
宗（
本
門
流
）

顕
本
法
華
宗

本
門
法
華
宗

国

柱

会

日
本
山
妙
法
寺

年
月
日

氏
　
名

宗
　
派

門
連
役
職

就
任
　
退
任

令
和
四
・
一
〇
・
一

荒
居
養
行

生
駒
耀
賢

日
蓮
宗

幹
事

　
　
　

退
任

就
任

令
和
五
・
一
・
一

大
川
日
仰

上
田
日
瑞

京
門
連

顧
問

　
　
　

退
任

就
任

令
和
五
・
一
・
一

土
持
栄
孝

橋
本
一
妙

京
門
連

常
任
理
事
　
　
　

退
任

就
任

▼
人
事
（
事
務
局
へ
の
連
絡
日
を
含
む
）


